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今月の主な内容
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■ 大山崎町長と関ケ原町長がキックオフ
会見を開きました P２

■関ケ原町ってどんなところ？ P４
■「大天決祭」を開催しました P６
■ 大山崎町がホストタウンに登録されました P８
■後期高齢者医療保険のお知らせ P10

関
ケ
原
町

大
山
崎
町
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★この会見の様子は、動画サイト「ユーチューブ」にアップしています。

え
る
仕
掛
け
を
、
考
え
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

両
町
の
自
慢
を
動
画
に
し
て
、
広
く
皆
さ
ん
に
ご
覧
い
た
だ
い
て
は

ど
う
で
し
ょ
う
。」

西
脇
「
い
い
で
す
ね
。
お
互
い
魅
力
を
出
し
合
い
ま
し
ょ
う
。
負
け

ま
せ
ん
よ
。」

山
本
「
こ
れ
は
負
け
ら
れ
な
い
戦
い
で
す
ね
。

た
だ
、
戦
は
一
人
で
は
で
き
ま
せ
ん
。
一
番
の
誇
り
、
わ
が
町
の
町

民
の
皆
さ
ん
の
力
を
取
り
込
み
た
い
も
の
で
す
ね
。
町
民
の
皆
さ
ん

の
『
天
下
取
り
』
の
気
概
を
取
り
込
ん
で
、
挑
ん
で
い
き
ま
す
よ
。

関
ケ
原
町
さ
ん
。」

西
脇
「
そ
う
で
す
ね
。
受
け
て
立
ち
ま
す
よ
。
何
か
に
つ
け
て
競
い

合
っ
て
い
け
れ
ば
面
白
い
で
す
ね
。
町
民
の
皆
さ
ん
の
力
を
取
り
込

ん
で
、
正
々
堂
々
と
戦
い
ま
し
ょ
う
。」

山
本
・
西
脇
「
い
ざ
、
天
下
取
り
！
」

こ
う
し
て
、
お
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
の
魅
力
を
発

信
し
て
い
く
運
び
と
な
り
ま
し
た
―
―
。

「
天
下
取
り
ブ
ラ
ン
ド
構
築
事
業
」

　
こ
の
度
、
両
町
が
会
見
を
開
き
、
互
い
に
協
力
し
て
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
に
臨
ん
だ
の
は
、「
天
下
取
り
ブ
ラ
ン
ド
構
築
事
業
」の
一
環
で
す
。

　
国
の
地
方
創
生
加
速
化
交
付
金
を
活
用
し
、両
町
が
連
携
し
て
、そ

れ
ぞ
れ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
、観
光
客
受
け
皿
整
備
事
業
、マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。関
ケ
原
町
と
共
同
で
Ｐ
Ｒ
動
画
を

作
成
し
た
り
、メ
デ
ィ
ア
へ
の
広
告
掲
出
、広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
町
有
媒
体
で
のｐ
Ｒ
、祭
り
の
開
催
。
観
光
Ｐ
Ｒ
ス
マ
ホ
ア
プ
リ

の
作
成
、秀
吉
の
道
（
天
王
山
登
山
道
）
の
整
備
、市
場
調
査
な
ど
、

様
々
な
観
点
か
ら
大
山
崎
町
の
Ｐ
Ｒ
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　「
天
王
山
」
と
い
う
言
葉
は
有
名
で
す
が
、ど
こ
に
あ
る
か
は
案
外

知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
今
回
の
事
業
を
通
じ
て
、「
天
王
山
」
＝
「
大

山
崎
町
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
定
着
す
る
よ
う
、
徹
底
的
に
ア
ピ
ー
ル
し

て
い
き
ま
す
。
町
外
の
皆
さ
ま
に
は
も
ち
ろ
ん
、
町
民
の
皆
さ
ま
に

も
大
山
崎
町
の
魅
力
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ
き
、
大
山
崎
町
の
こ

と
を
さ
ら
に
好
き
に
な
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。
み
ん

な
で
一
緒
に
、
大
山
崎
町
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

問
＝
政
策
総
務
課
企
画
観
光
係
（
内
３
８
０
）

最終決戦は「関ケ原」でしょう

ＶＳ

×

い
ざ
、

関
ケ
原

山崎の合戦って？

関ケ原の合戦って？

　羽柴（豊臣）秀吉と明智光秀が
ここ大山崎で争った戦いのこと
です。反旗を翻して主君織田信長
を本能寺で倒した光秀は、同じく
信長の家臣だった秀吉と信長亡
き後の天下の座を争いました。結
果は秀吉の圧勝。この戦いで、秀
吉は信長の後継者となり、後に全
国統一を果たします。敗走した光
秀は、滋賀県の坂本城へ戻る道す
がら落ち武者狩りに遭い、あえな
く自刃しました。

　徳川家康と石田三成が覇権を
かけた戦いのことです。結果、家
康に軍配があがり、のちに家康は
日本全国統一を果たしました。詳
しくは５ページへ！
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天
王
山

戦
い
の
火
蓋
は
切
っ
て
落
と
さ
れ
た

　
羽
柴
（
豊
臣
）
秀
吉
と
明
智
光
秀
が
覇
権
を
か
け
て
争
っ
た
「
山

崎
の
合
戦
」
の
舞
台
と
し
て
有
名
な
天
王
山
。
徳
川
家
康
率
い
る
東

軍
と
石
田
三
成
率
い
る
西
軍
が
争
い
、
新
し
い
時
代
が
始
ま
る
き
っ

か
け
と
な
っ
た
「
関
ケ
原
の
合
戦
」
で
知
ら
れ
る
岐
阜
県
不
破
郡
関

ケ
原
町
。
本
当
の
「
天
下
分
け
目
の
合
戦
」
は
ど
ち
ら
な
の
か
？

　
長
年
く
す
ぶ
っ
て
い
た
こ
の
テ
ー
マ
が
、
一
気
に
表
面
化
。
ど
ち

ら
が
「
天
下
分
け
目
の
合
戦
」
に
ふ
さ
わ
し
い
か
、
今
こ
そ
決
着
を

つ
け
よ
う
で
は
な
い
か
―
―
。

両
大
将
、
相
見
え
る

　
平
成
28
年
６
月
１
日
、
関
ケ
原
町
役
場
に
て
、
山
本
圭
一
大
山
崎

町
長
と
西
脇
康
世
関
ケ
原
町
長
が
会
見
を
開
き
ま
し
た
。「
山
崎
の
合

戦
」
の
勝
者
、羽
柴
（
豊
臣
）
秀
吉
に
扮
し
た
山
本
町
長
、「
関
ケ
原

の
戦
い
」
の
勝
者
、
徳
川
家
康
に
扮
し
た
西
脇
町
長
。
テ
レ
ビ
カ
メ

ラ
３
台
を
は
じ
め
、
多
数
の
メ
デ
ィ
ア
が
駆
け
つ
け
る
中
、
互
い
に

「
天
下
分
け
目
の
地
」
の
座
は
譲
れ
な
い
、
と
舌
戦
を
繰
り
広
げ
ま

し
た
。

山
本
「
西
脇
町
長
、失
礼
で
す
が
、天
下
分
け
目
の
代
名
詞
と
い
え
ば

『
天
王
山
』で
す
よ
。
代
名
詞
は
ふ
た
つ
も
い
ら
な
い
で
し
ょ
う
。」

西
脇
「
い
え
い
え
、
関
ケ
原
の
合
戦
は
、
東
軍
７
万
人
以
上
、
西
軍

８
万
人
以
上
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
合
戦
で
す
。
こ
ち
ら
が
本
家
で

し
ょ
う
。」

山
本
「
異
議
あ
り
！
『
日
本
シ
リ
ー
ズ
第
７
戦
、
天
王
山
の
一
戦
』

と
は
よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
、『
関
ケ
原
の
一
戦
』
と
は
言
わ
な
い
で

し
ょ
う
。」

西
脇
「
ど
う
で
し
ょ
う
。
リ
ー
グ
戦
の
終
盤
で
は
『
天
王
山
』
と
い

わ
れ
ま
す
が
、
日
本
シ
リ
ー
ズ
第
7
戦
の
よ
う
に
最
終
決
戦
の
場
合

は
『
天
下
分
け
目
の
関
ケ
原
』
で
し
ょ
う
。
譲
れ
ま
せ
ん
ね
。」

山
本
「
こ
ち
ら
こ
そ
、
譲
れ
ま
せ
ん
よ
…
！
」

西
脇
「
ま
あ
ま
あ
、
こ
こ
は
ど
う
で
し
ょ
う
、
ひ
と
つ
皆
さ
ん
に
決

め
て
も
ら
お
う
と
い
う
の
は
。」

山
本
「
望
む
と
こ
ろ
で
す
。
で
は
、
世
の
皆
さ
ん
に
決
定
し
て
も
ら

本町ホームページからリンクさせています（町ホームページで「天下取り」で検索）。

代名詞は２つもいらないでしょう

多くの報道
陣から

取材を受け
ました

ＶＳ

い
ざ
、
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問＝政策総務課企画観光係（内312）

×

04.関ケ原の合戦って？
　そもそも、関ケ原の合戦とはどんな戦いだったのでし
ょうか？知っている人も知らない人も、今一度概要を振
り返ってみましょう。
　関ケ原の合戦とは、端的に述べると、徳川家康と石田三
成が天下をかけて争った戦いのことです。
　豊臣秀吉が亡くなった後の群雄割拠の戦国時代、慶長
５年（1600年）９月15日。天下の覇権を狙う徳川家康
率いる東軍と、阻止するために挙兵した石田三成率いる
西軍が、関ケ原を舞台に、決戦を繰り広げました。立ち込
める霧が少し晴れた午前８時ごろ、東軍の井伊直政によ
り、決戦の火蓋は切って落とされ、総勢８万４千人の西軍

が必勝の陣形で東軍を迎え撃ちました。一方、東軍は７万
４千人で、家康は、桃配山（右ページ下部の写真①）に軍を
配置し、戦況が不利になるとあえて激戦地（②）まで本隊
を進め、東軍の士気を高めます。
　正午ごろ、西軍の小早川隊が反旗をひるがえし、完全に
東軍が優勢になります。笹尾山のすぐ前で、三成の首を討
ち取るべく最後の猛攻を仕掛ける東軍と、必死に応戦す
る西軍（③）。結果は東軍の勝利、西軍は敗走を余儀なくさ
れます。
　この戦いにより、天下は徳川家康のものに。以降250
年以上に渡り、徳川家が日本を統べることとなるのです。

　今回、一部ですが関ケ原町について紹介しました。関ケ原町はとても見どころたくさんの、魅力的な町です。相手に
とって不足なし。大山崎町も負けていられません。両町は連携して全国へ魅力を発信していきますので、この勝負の
行方をぜひ見届けてください！

05.関ケ原町の一大イベント！
　本町では、去る６月11日（土）、12
日（日）に「大天決戦」を開催しました
（次ページを参照）が、関ケ原町には毎
年開催されている「関ケ原合戦祭り」
があります。全国の戦国ファン、関ケ
原ファンが一堂に会し、関ケ原合戦
絵巻鉄砲隊演武、戦国グッズマーケ
ットなどのイベントで大変盛り上が
ります。
　今年は10月15日（土）、16日（日）
に開催される予定です。歴史好きの
方はもちろん、そうでない方も楽し
める一大イベントですので、訪れて
みてはいかがでしょうか。

　山崎の合戦の舞台、天王山を有する大山崎町、関ケ原の合戦で有名な関
ケ原町。「天下分け目」の地はどちら？次ページで紹介する「大天決祭」に
て、来場者のみなさんに投票してもらいました。どの年代の方にも楽しん
で投票していただけたようです。さて、その結果は…
　大山崎町がおよそ８割の票を獲得しました。地元での投票ですから、当
然といえば当然。引き続き「天下分け目」の座をかけて、様々なかたちで対
決していきます。お楽しみに！

大山崎町VS関ケ原町

「天下分け目」といえば
どちら？ 投票〈前哨戦〉

78票

291票

大山崎町
関ケ原町
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　これから「天下分け目の地」の名をかけて切磋琢磨するわが町のライバル、関ケ原町。彼を知り己を知れば百戦
殆うからずと言います。まずは相手を知ることから始めましょう。

01.関ケ原ってどこにあるの？
　岐阜県不破郡関ケ原町。古くから交通の要衡として
栄えたこの町は、滋賀県と岐阜県との境目に位置しま
す。本町も京都府と大阪府の境目にあり、現在も交通
の便の良い場所として知られています。よく似た環境
といえるでしょう。
　関ケ原町の面積は49.28平方キロメートル。町土
の約80％は山林で覆われており、豊かな緑に恵まれ
ています。ちなみに、本町の面積は5.97平方キロメー
トルです。関ケ原町は本町の８倍以上の面積有してい
ることになります。
　大山崎町から関ケ原町へは、車で高速道路を通れば
約１時間15分、電車に乗れば約1時間40分で到着し
ます。案外近いと思いませんか？

03.関ケ原町の魅力は？
　「関ケ原」の名を聞いて、ほとんどの皆さんは1600
年に起こった「関ケ原の合戦」を連想されるのではな
いでしょうか？この合戦ゆかりの史跡が、関ケ原町に
は現在も数多く残されています。関ケ原町ではただ
いま「このまち、まるごと、古戦場。」のスローガンの
もと、史跡のPRを図られています。ぜひ一度現地を訪
れ、合戦で熱い戦い繰り広げた武将たちに思いを馳せ
てみてください。（一部を紹介します）

02.人口はどれくらい？
　関ケ原町の人口は表のとおり。大山崎町も並べてみ
ました。面積は本町の８倍以上の関ケ原町ですが、人
口は大山崎町の半分ほどです。

関ケ原町ってどんなところ？

①桃配山（徳川家康最初陣地）
　東軍の徳川家康公が関ケ原合戦の
際、３万の兵を率いて最初に陣を構
えたのがこの桃配山です。

②床几場（徳川家康最後陣地）
　徳川家康公は午前11時頃、桃配山
から激戦地であるこのあたりに軍を
進めました。あえて激戦地に近づく
ことで東軍の士気を高めたとも言わ
れています。

③決戦地
　笹尾山から目と鼻の先にこちらの
決戦地があります。三成公の首をと
るべく絶え間なく攻める東軍と、必
死に応戦する西軍とが最後まで戦っ
た合戦最大の激戦地でした。

21229

東海道本
線

名神高速道路

東海
道新
幹線

岐
阜
県

福
井
県

滋
賀
県

人口（平成28年６月1日現在） 関ケ原町 大山崎町
男 3,661人 7,316人
女 3,809人 7,830人
計 7,470人 15,146人

世帯数 2,777世帯 6,099世帯

わが町のライバル！
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る
歌
と
踊
り
に
、
観
客
は
自
然
と
飛

び
跳
ね
て
応
援
し
ま
す
。
い
つ
ま
で

も
見
て
い
た
い
夢
の
よ
う
な
ス
テ
ー

ジ
も
終
わ
り
を
迎
え
、
名
残
惜
し
く

も
前
夜
祭
は
終
了
し
ま
し
た
。

い
ざ
、
決
戦
祭

　
12
日
、
心
配
だ
っ
た
天
気
も
な
ん

と
か
持
ち
こ
た
え
、
大
天
決
祭
「
決

戦
祭
」
を
迎
え
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
は
目
玉
の
ひ
と
つ
、
丹
波
亀
山

鉄
砲
隊
に
よ
る
火
縄
銃
の
鉄
砲
演
武

で
す
。
甲
冑
姿
の
鉄
砲
隊
が
火
縄
銃

の
引
き
金
を
引
く
と
、「
パ
ン
！
」

と
乾
い
た
大
き
な
音
と
と
も
に
、
銃

口
か
ら
は
も
う
も
う
と
煙
が
。
大
迫

力
の
演
武
を
間
近
で
見
た
子
ど
も
た

ち
は
「
び
っ
く
り
し
た
け
ど
か
っ
こ

い
い
。」
と
大
興
奮
の
様
子
で
し

た
。
ま
た
、
鉄
砲
隊
の
甲
冑
を
着
用

で
き
る
体
験
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら

れ
、
大
人
も
子
ど
も
も
戦
国
武
将
に

な
り
切
っ
て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

「
和
太
鼓
つ
く
ど
ん
」
に
よ
る
演
奏

は
、
太
鼓
の
重
低
音
が
会
場
を
揺
ら

し
て
観
客
を
圧
倒
し
ま
し
た
。

　
一
大
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
型
チ
ャ
ン

バ
ラ
「
山
崎
合
戦
」
は
、
本
当
の

合
戦
さ
な
が
ら
の
白
熱
し
た
展
開

に
。
子
ど
も
の
部
、
大
人
の
部
と
も

に
「
い
け
い
け
！
」「
そ
こ
だ
！
」

と
、
観
客
か
ら
の
応
援
や
歓
声
が
飛

び
交
い
ま
す
。
勝
ち
進
ん
だ
チ
ー
ム

は
、
祭
り
の
最
後
に
戦
国
好
き
芸
人

集
団
「
六
文
ジ
ャ
ー
」
と
勝
負
す
る

権
利
を
ゲ
ッ
ト
。
そ
の
後
、「
乙
訓

戦
国
つ
つ
じ
」
の
「
山
崎
合
戦
劇
」

が
始
ま
り
、
山
崎
の
合
戦
を
ド
ラ
マ

チ
ッ
ク
か
つ
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
、
鬼

気
迫
る
演
技
で
観
客
を
魅
了
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
六
文
ジ
ャ
ー
の
戦
国

に
ま
つ
わ
る
よ
う
な
そ
う
で
な
い
よ

う
な
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で
、
会
場
は
大

き
な
笑
い
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
最
後
の
勝
負
「
天
王
山
」、
六
文

ジ
ャ
ー
と
「
山
崎
合
戦
」
で
対
決
し

た
２
チ
ー
ム
。
両
チ
ー
ム
と
も
勝
利

を
収
め
、
賞
品
や
六
文
ジ
ャ
ー
の
サ

イ
ン
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
勝
利
し
た

チ
ー
ム
は
、「
状
況
に
応
じ
て
戦
い

方
を
変
え
ま
し
た
。
勝
利
で
き
て
う

れ
し
い
で
す
。
楽
し
か
っ
た
の
で
、

ま
た
機
会
が
あ
れ
ば
参
加
し
た
い
と

思
い
ま
す
。」
と
満
面
の
笑
顔
で
し

た
。

　
今
回
の
祭
り
で
、
大
山
崎
町
が
持

つ
「
天
下
取
り
」
の
パ
ワ
ー
を
感
じ

と
っ
て
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
乙
訓
戦
国
つ
つ
じ
の
演

武
や
山
崎
合
戦
な
ど
、
様
々
な
勝
負

「
天
王
山
」
が
あ
り
ま
し
た
。
み
な

さ
ま
も
、こ
こ
大
山
崎
の
宝
、「
天
王

山
」
に
あ
や
か
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
勝

負
を
乗
り
越
え
て
く
だ
さ
い
。

問
＝
政
策
総
務
課
企
画
観
光
係
（
内

3
8
0
）

08

09

11

12

13 10

1415

08.「和太鼓つくどん」の打音
と掛け声で会場は一体に　09.
天下統一も夢じゃない？　10.
兜はイヤ！　11.チャンバラ「山
崎合戦」が強いと褒められ笑顔
に　12.優勝を賭けて、いざ出
陣！ 13.大人気の「六文ジャ
ー」　14.戦国時代に思いを馳
せて（丹波亀山鉄砲隊による火
縄銃演武）　15.乙訓戦国つつ
じが秀吉VS光秀、因縁の対決
を今ここに再現
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大
山
崎 

天 

下
取
り

　
　
　決
戦 

祭 

り

　
天
下
分
け
目
の
山
崎
の
合
戦
、
こ

の
戦
い
は
６
月
13
日
に
勃
発
し
た
こ

と
を
ご
存
じ
で
す
か
？
そ
れ
に
ち
な

み
、
６
月
11
日
土
、
12
日
日
、
山
崎

の
合
戦
の
跡
地
で
あ
る
天
王
山
夢
ほ

た
る
公
園
で
、
大
山
崎
天
下
取
り
決

戦
祭
り
（
大
天
決
祭
）
を
開
催
し
ま

し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
「
天
王
山
」
を

の
り
こ
え
る
「
天
下
取
り
」
の
気
概

を
感
じ
と
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い

の
も
と
、
先
に
ご
紹
介
し
た
「
地
域

加
速
化
交
付
金
」
の
事
業
の
ひ
と
つ

と
し
て
、
初
め
て
こ
の
祭
り
を
開

催
し
ま
し
た
。
11
日
は
お
よ
そ
2
，

0
0
0
人
、
12
日
は
4
，0
0
0
人

を
超
え
る
来
場
者
が
訪
れ
、
大
盛
況

に
終
わ
り
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
は
ご

来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
か
？
こ
こ
に

そ
の
様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

盛
り
上
が
る
特
別
な
夜

　
11
日
は
前
夜
祭
。
華
々
し
い
幕
開

け
を
飾
っ
た
の
は
、
大
山
崎
中
学
校

吹
奏
楽
部
が
演
奏
す
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河

ド
ラ
マ
「
真
田
丸
」
の
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
テ
ー
マ
で
す
。
決
戦
の
地
、
天
王

山
を
バ
ッ
ク
に
、
の
び
の
び
と
し
た

音
色
が
会
場
全
体
に
響
き
わ
た
り
ま

し
た
。
次
に
、
大
天
決
祭
の
チ
ラ
シ

の
絵
も
担
当
し
て
い
た
御
歌
頭
さ
ん

の
ラ
イ
ブ
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
。
山
崎

の
合
戦
に
ち
な
み
、
大
き
い
真
っ
白

な
紙
の
上
に
、
今
に
も
飛
び
出
し
そ

う
な
豊
臣
秀
吉
と
明
智
光
秀
の
絵
を

即
興
で
描
き
ま
し
た
。

　
食
事
ブ
ー
ス
も
大
賑
わ
い
で
す
。

か
き
氷
や
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、
佐
世

保
バ
ー
ガ
ー
な
ど
、
様
々
な
屋
台
が

並
び
ま
す
。
来
場
者
か
ら
は
、「
食

べ
物
の
ク
オ
リ
テ
ィ
が
高
い
！
」
と

好
評
で
し
た
。
物
産
ブ
ー
ス
も
負
け

て
い
ま
せ
ん
。
と
う
ふ
屋
や
ハ
ン
ド

マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
、
地
元
で
活
躍
す

る
お
店
が
軒
を
連
ね
ま
し
た
。

　
長
い
日
が
天
王
山
に
沈
み
か
け
た

頃
、
関
ケ
原
観
光
大
使
な
ど
を
務
め

る
、
歴
史
ア
イ
ド
ル
の
小
日
向
え
り

さ
ん
の
戦
国
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
が
始
ま

り
ま
し
た
。
女
性
な
ら
で
は
の
目
線

で
、
歴
史
を
テ
ー
マ
に
し
た
地
域
振

興
の
方
法
な
ど
を
語
っ
て
お
ら
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
、
お
待
ち
か
ね
の
京

都
発
の
ア
イ
ド
ル
「
Ｐ
ｕ
ｒ
ｐ
ｕ
ｒ

ｅ
☆
」
の
音
楽
ラ
イ
ブ
。
盛
り
上
が

6月11日土
前夜祭

&
6月12日日

決戦祭

01

02

0304

05

0607

01.「乙訓戦国つつじ」の秀吉
らと一緒に　02.詰めかけた大
勢の観客の前でのびのびと演
奏する大山崎中学校吹奏楽部　
03. purpure☆の圧巻のパフォ
ーマンス　04.御歌頭さんのラ
イブペインティング　05.いい
においにつられて並んでしま
います　06.パネルに顔をはめ
て、気分は秀吉！？　07.大山
崎町と関ケ原町、どっちが「天
下分け目」の地？



　わが町の
シンボル、
天王山。遠
くから見て
も、実際に
登っても、
美しい緑に
癒されることと思います。しかし、この豊かな
自然は、様々な人の手によって整備されている
からこそ守られているのです。
　この度、KDDI株式会社から、130万円の寄付
をいただきました。寄付金は天王山森林整備事
業として、竹林の整備などに使われます。KDDI
株式会社は、「2008年度より、天王山山頂付近に
位置する酒解神社周辺の森林保全活動を行って
きました。これからも、美しい里山を目指して
活動を続けていきますので、よろしくお願いし
ます。」とメッセージを寄せてくださいました。
いただいた寄付金を有効活用して、天王山をみ
んなで守っていきましょう。

　宝積寺に建つ九重の石塔。経年劣化などにより大きく傾い
ていましたが、この度修理が行われ、直立した姿に戻りまし
た。この石塔の本名は「石造五重塔」といいます。これま
で、かつては五重だった塔にさらに石を加え、現在の九重の
塔の姿になったと言われていました。しかし、今回の修復に
合わせて調査を実施した結果、初めから九重の塔だったこと
が分かりました。さらに、石塔には仁治二年(一二四一)銘が
入っていることが確認されました。これは、京都府域でも二
番目に古いもので、年号が入っているものでは一番古いよう
です。現在、町指定文化財となっておりますが、町の宝とし
て、大事に見守っていきたいですね。

　中央公民館から漂うおいしそうなにおい。その正体は、
「米粉お料理講座」でつくられていた豆乳シチューです。
市販のルーなどは一切使わず、小麦粉の代わりに米粉を
使用しており、小麦アレルギーの方も食べることができ
ます。特に難しい手順もなく、みんなで話しながら作っ
ているとあっという間に料理は完成しました。お米の甘
味が感じられるまろやかで優しい味ですが、しょうがが
良いアクセントとなり、味を引き締めていました。参加
者からは「全て体に
やさしい食べ物をつ
かっているため、安
心して食べることが
できます。」と好評で
した。

　みなさんは自分
の歯、大切にでき
ていますか？この
日、大山崎町保健
センターで「歯の
ひろば」が開かれ
ました。歯科健診
や歯みがき指導、子どもにもわかりやすい虫歯予防の
おはなしなどが行われ、たくさんの町民が集まりまし
た。虫歯がないかチェックしてもらう人や、歯科衛生士
さんの「歯を磨かないと、虫歯で真っ黒、痛いよ～。」
という話に耳を傾ける親子など、皆それぞれ歯に向き
合う一日となったようでした。歯を大切にする習慣を
身につけることで、歯の寿命を延ばし、生涯自分の歯
で食べ続けられるようにしたいですね。

6

5 ５

５

26 28

宝積寺で落慶法要が営まれました

アレルギー持ちの方も安心 歯の健康度をチェック！

石塔がシャキッと元通り

米粉料理にチャレンジ！ 歯のひろばでお口の点検

５31
KDDI株式会社から寄付をいただきました

天王山をいつまでも
緑あふれる山に
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□

　消
防
ひ
ろ
ば
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まちの話題

本
町
の
交
流
の
相
手
国
は
「
ス
イ
ス
連
邦
」
に
決
ま
り
ま
し
た
。

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
競
技
を
通
じ
て
交
流
を
図
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

今
後
は
、
地
域
の
ク
ラ
ブ
間
の
交
流
や
、
ス
イ
ス
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ

ー
ム
の
事
前
合
宿
の
受
け
入
れ
な
ど
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

～���� 年東京オリンピック・パラリンピックに向けて～�

本町が「ホストタウン」に登録されました！�

本
町
の
交
流
の
相
手
国
は
「
ス
イ
ス
連
邦
」
に
決
ま
り
ま
し
た
。

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
競
技
を
通
じ
て
交
流
を
図
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

今
後
は
、
地
域
の
ク
ラ
ブ
間
の
交
流
や
、
ス
イ
ス
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ

ー
ム
の
事
前
合
宿
の
受
け
入
れ
な
ど
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

４
年
後
に
開
催
さ
れ
る
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
。
国
で
は
、
大
会

の
開
催
に
よ
る
効
果
を
東
京
の
み
な
ら
ず

全
国
に
波
及
さ
せ
よ
う
と
、ホ
ス
ト
タ
ウ
ン

の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

本
町
で
も
、
地
域
の
活
性
化
、
グ
ロ
ー
バ

ル
化
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
と
し
て
こ
の

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
計
画
を
捉
え
、国
の
登
録
を

目
指
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
ほ
ど

国
に
お
け
る
第
二
次
登
録
審
査
を
経
て
、本

町
が
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
し
て
の
認
定
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

な
ぜ
ス
イ
ス
？

大
山
崎
町
が
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
計
画
の
相

手
国
と
し
て
選
ん
だ
国
は
「
ス
イ
ス
連
邦
」

で
す
。

大
山
崎
町
と
ス
イ
ス
と
の
関
わ
り
の
ひ

と
つ
が
、
現
在
、
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
大
山
崎
山

荘
美
術
館
と
な
っ
て
い
る
大
山
崎
山
荘
の

本
館
・
山
荘
と
庭
園
を
創
設
さ
れ
た
故
・
加

賀
正
太
郎
さ
ん
で
す
。

加
賀
正
太
郎
さ
ん
は
、
ス
イ
ス
の
名
峰
・

ユ
ン
グ
フ
ラ
ウ
に
登
頂
し
た
初
め
て
の
日

本
人
で
あ
り
、ま
た
同
氏
の
ご
子
孫
が
現
在

ス
イ
ス
に
在
住
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、本
町
か
ら
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
事
業

構
想
の
提
案
を
受
け
て
、ス
イ
ス
の
フ
ェ
ン

シ
ン
グ
協
会
を
通
じ
、同
国
の
地
域
の
フ
ェ

ン
シ
ン
グ
ク
ラ
ブ
か
ら
本
町
へ
の
交
流
を

希
望
さ
れ
た
こ
と
も
、ス
イ
ス
と
の
出
会
い

の
ひ
と
つ
に
な
り
ま
し
た
。

計
画
の
内
容
は
？

大
山
崎
町
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
計
画
で
は
、

次
の
よ
う
な
事
業
を
行
う
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

①
大
会
等
に
参
加
す
る
た
め
に
来
日

す
る
選
手
た
ち
と
の
交
流

②
大
会
参
加
国
・
地
域
の
関
係
者
と
の

交
流

③
日
本
人
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ア
ン
と
の
交
流

ま
ず
、
①
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
具

体
的
に
は
、
平
成�

�

年
度
に
避
難
所
施
設

と
し
て
防
災
面
で
の
大
規
模
改
修
を
予
定

し
て
い
る
町
体
育
館
で
、ス
イ
ス
の
ナ
シ
ョ

ナ
ル
チ
ー
ム
の
練
習
会
場
、事
前
合
宿
を
受

け
入
れ
る
こ
と
。

ま
た
、
大
会
後
、
帰
国
前
に
大
山
崎
町
に

立
ち
寄
っ
て
い
た
だ
い
て
、本
町
の
歴
史
や

文
化
に
触
れ
て
い
た
だ
く
取
り
組
み
な
ど

も
進
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

次
に
、
②
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
ス

イ
ス
と
本
町
の
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
ク
ラ
ブ
チ

ー
ム
間
の
交
流
や
、住
民
同
士
の
交
流
も
見

据
え
た
自
治
体
間
交
流
な
ど
を
推
進
し
ま

す
。

そ
し
て
、
③
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
か
ら
継
続
的
に
開
催
し
て
い
る

地
元
小
学
校
で
の
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
体
験
授

業
を
、引
き
続
き
日
本
人
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選

手
な
ど
の
協
力
、指
導
の
も
と
に
開
催
し
て

い
く
こ
と
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

財
源
は
？

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
し
て
認
定
を
受
け
た

こ
と
で
、要
件
を
満
た
す
範
囲
で
各
種
交
流

計
画
の
実
施
に
か
か
る
必
要
経
費
に
つ
い

て
、国
か
ら
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
本
町
と
し
て
は
、
こ
う
し
た
財
源
を
最

大
限
有
効
活
用
し
な
が
ら
事
業
を
進
め
て

い
く
予
定
で
す
。

皆
さ
ん
の
応
援
を
お
願
い

し
ま
す
！

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
の
取
組
み
は
、本
町
の
各

種
計
画
等（
総
合
計
画
や
教
育
振
興
基
本
計

画
ほ
か
）に
も
と
づ
い
た
事
業
と
し
て
進
め

て
い
ま
す
が
、住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
が

な
け
れ
ば
成
功
は
あ
り
え
ま
せ
ん
。
今
後
、

取
り
組
み
の
内
容
が
よ
り
具
体
化
す
る
に

つ
れ
、本
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
引

き
続
き
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、皆
さ
ん
の

応
援
、そ
し
て
積
極
的
な
ご
参
加
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

応
援

そ
し
て
積
極
的
な
ご
参
加
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

、
る授選てた流いま最てい各計めが、

に引のしし

京都フューチャー 

フェンシングクラブ 

保護者代表 

津田庸子さん 大山崎中学校フェンシング部の皆さん 

大山崎町がスイス

のフェンシングクラ

ブと交流を持てるこ

とは嬉しいです。�

フェンシングだけ

でなく、外国との文化

交流を行うことで、子

どもたちの視野が広

がることをぜひ期待

したいですね。 

スイスという国は、行ったこともなく遠く離

れた国だと思いますが、フェンシングでつなが

りがあることは素晴らしいです。スイスからオ

リンピックに出場する選手たちがやって来れ

ば、僕たちもぜひ応援したいです。�

僕たちのフェンシング部から９人の選手が、

全国大会（７月下旬に東京・駒沢体育館で開催）

に出場することが決定しました。いい成績が残

せるように皆で練習に励んでいます。大山崎町

のホストタウン計画もぜひ頑張ってください。�

� � 今井基貴君（�年生・部長）�

～���� 年東京オリンピック・パラリンピックに向けて～�

本町が「ホストタウン」に登録されました！�

体
的
に
は
、
平
成
29
年
度
に
主
と
し
て
避
難

所
施
設
と
し
て
防
災
面
で
の
大
規
模
改
修
を

予
定
し
て
い
る
町
体
育
館
で
、
ス
イ
ス
の
ナ

シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
の
練
習
会
場
と
し
て
事
前

合
宿
を
受
け
入
れ
る
こ
と
。

　
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
の
取
り
組
み
は
、
本
町
の

各
種
計
画
等（
総
合
計
画
や
教
育
振
興
基
本

計
画
ほ
か
）
に
も
と
づ
い
た
事
業
と
し
て
進

め
て
い
ま
す
が
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解

が
な
け
れ
ば
成
功
は
あ
り
え
ま
せ
ん
。今
後
、

国
に
お
け
る
審
査
を
経
て
、
本
町
が
ホ
ス
ト

タ
ウ
ン
と
し
て
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

ン
シ
ン
グ
ク
ラ
ブ
が
本
町
と
の
交
流
を
希

望
さ
れ
た
こ
と
も
、
ス
イ
ス
と
の
出
会
い
の

ひ
と
つ
に
な
り
ま
し
た
。

す
る
選
手
た
ち
と
の
交
流
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平
成
28
年
度
の
保
険
料
額
や
納
付
方
法
の
通
知
書
な
ど
を
、

７
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。

（
今
年
６
月
１
日
以
降
に
75
歳
に
な
り
、
制
度
に
加
入
し
た

方
に
は
、
８
月
以
降
に
送
付
し
ま
す
。
）

１
　
年
間
保
険
料
の
計
算
方
法
　

　
個
人
ご
と
に
所
得
に
応
じ
て
年
間
の
保
険
料
を
算
定
し
ま
す
。

・
年
間
保
険
料
の
上
限
額
は
57
万
円
で
す
。

・ 

年
度
途
中
に
加
入
し
た
方
は
加
入
月
数
に
応
じ
て
、
月
割

で
算
定
し
ま
す
。

２
　
保
険
料
の
各
種
軽
減
措
置
　

① 

所
得
の
低
い
方
は
、
世
帯
お
よ
び
本
人
の
所
得
に
応
じ
て
、

保
険
料
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
（
申
請
不
要
）

　 

※
こ
の
軽
減
は
所
得
の
申
告
を
し
て
い
な
い
方
に
は
適
用

で
き
ま
せ
ん
。
所
得
が
無
い
方
で
も
確
定
申
告
を
し
て
い

な
い
方
は
、
「
町
民
税
・
府
民
税
申
告
」
を
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

② 

制
度
加
入
直
前
ま
で
、
会
社
の
健
康
保
険
や
共
済
組
合
の
「
被

扶
養
者
」
で
あ
っ
た
方
（
扶
養
に
入
り
、
こ
れ
ま
で
保
険
料
を

負
担
し
て
い
な
か
っ
た
方
）
は
軽
減
措
置
が
あ
り
ま
す
。

所得割額
（前年中の総所得金
額等－33万円）
×9.61％（所得割率）

均等割額
[48,220円]

保険料額

＝

＋

３
　
保
険
料
の
納
め
方
は
２
種
類
　

　
保
険
料
の
納
付
方
法
は
、
「
年
金
か
ら
の
天
引
き
（
特

別
徴
収
）
」
と
「
口
座
振
替
又
は
納
付
書
払
い
（
普
通
徴

収
）
」
で
す
。

　
原
則
「
年
金
か
ら
の
天
引
き
」
で
、
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。

⑴
年
金
か
ら
の
天
引
き（
原
則
）

　
年
金
の
支
給
月
に
、
保
険
料
を
年
金
か
ら
天
引
き
し
ま
す
。

（
年
６
回
）

⑵
口
座
振
替
又
は
納
付
書
払
い（
例
外
）

　
７
月
〜
翌
年
３
月
ま
で
の
９
回
に
分
け
て
納
付
い
た
だ
き

ま
す
。

※
次
の
ア
〜
ウ
の
方
は
「
口
座
振
替
又
は
納
付
書
払
い
」
で
す
。

ア
． 

新
た
に
75
歳
に
な
っ
た
方

直
ち
に
年
金
天
引
き
に

は
な
り
ま
せ
ん
。
10
月

か
ら
年
金
天
引
き
に
変

更
に
な
り
ま
す
。

イ
． 

基
礎
年
金
額
が
18
万
円
未
満

の
場
合
や
、
保
険
料
額
と
介

護
保
険
料
を
合
わ
せ
た
額
が

基
礎
年
金
額
の
１
／
２
を
超

え
る
方

年
金
か
ら
の
天
引
き

が
で
き
ま
せ
ん
。

ウ
． 

「
年
金
天
引
き
」
か
ら

「
口
座
振
替
」
に
変
更
を

希
望
す
る
方

申
請
が
必
要
で
す
。

（
保
険
料
の
滞
納
の
無

い
方
の
み
が
対
象
。
）

４
　
保
険
料
の
減
免
制
度
　

　
次
の
よ
う
な
事
情
で
、
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
、

保
険
料
が
減
免
・
徴
収
猶
予
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
震
災
、
風
水
害
等
の
災
害
を
受
け
た
場
合

▼
被
爆
者
健
康
手
帳
を
お
持
ち
の
場
合

▼ 

世
帯
主
の
死
亡
や
失
業
、
退
職
、
事
業
廃
止
、
疾
病
な
ど

で
著
し
く
所
得
が
減
少
し
た
場
合

５
　
保
険
料
を
滞
納
す
る
と
…
　

　
特
別
な
理
由
も
無
く
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
る
場
合
、
次

の
措
置
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
保
険
証
の
有
効
期
間
の
短
縮

・ 

医
療
機
関
の
窓
口
で
全
額
自
己
負
担
に
な
る
資
格
証
へ
の

切
り
替
え

・
給
付
の
差
し
止
め

・
滞
納
処
分
（
財
産
の
差
し
押
さ
え
な
ど
）

　
保
険
料
の
納
付
が
困
難
に
な
っ
た
場
合
は
、
滞
納
の
ま
ま

に
せ
ず
に
必
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
保
険
証
・
保
険
料
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

　問
＝
健
康
課
保
険
医
療
係
（
内
１
１
３
）

2 

保
険
料
額
を
７
月
中
旬
に
お
知
ら
せ
し
ま
す 

（
保
険
証
と
は
別
に
送
付
し
ま
す
）
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①
新
し
い
保
険
証
に
つ
い
て

　
７
月
中
旬
に
新
し
い
保
険
証
を
ご
自
宅
に
郵
送
し
ま
す
。

　
現
在
お
持
ち
の
保
険
証
の
有
効
期
限
は
、
平
成
28
年
７
月

31
日
日
ま
で
で
す
。
８
月
１
日
月
以
降
は
新
し
い
保
険
証
を

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

新
し
い
保
険
証
の
色

う
ぐ
い
す
色

有
効
期
限

平
成
29
年
７
月
31
日

（
１
年
自
動
更
新
）

②
医
療
機
関
窓
口
で
の
負
担
割
合
に
つ
い
て

　
世
帯
内
の
75
歳
以
上
の
方
の
平
成
27
年
中
の
所
得
を
も
と

に
判
定
し
ま
す
。

﹇
現
役
並
み
所
得
者
﹈

　
同
じ
世
帯
に
１
人
で
も
住
民
税
課
税
所
得

が
１
４
５
万
円
以
上
の
被
保
険
者
が
い
る

３
割

﹇
一
般
﹈

　
同
じ
世
帯
に
１
人
も
住
民
税
課
税
所
得
が

１
４
５
万
円
以
上
の
被
保
険
者
が
い
な
い

１
割

※ 

負
担
割
合
が
３
割
の
方
で
も
、
収
入
額
が
次
の
条
件
を
満

た
す
場
合
は
、
申
請
す
る
こ
と
で
、
負
担
割
合
が
１
割
に

な
り
ま
す
。
（
申
請
月
の
翌
月
か
ら
の
変
更
と
な
り
ま

す
。
）
詳
し
く
は
町
役
場
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

世
帯
に
被
保
険
者
が
１
人

の
場
合

被
保
険
者
の
収
入
額
…

３
８
３
万
円
未
満

世
帯
に
被
保
険
者
が
２
人

以
上
い
る
場
合

被
保
険
者
全
員
の
収
入
額

合
計
…

５
２
０
万
円
未
満

世
帯
に
被
保
険
者
が
１
人

で
70
〜
74
歳
の
方
が
い
る

場
合

被
保
険
者
と
70
〜
74
歳
の

方
全
員
の
収
入
額
合
計
…

５
２
０
万
円
未
満

③
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
へ

　
医
療
機
関
窓
口
で
支
払
う
医
療
費
が
限
度
額
ま
で
と
な

り
、入
院
時
の
食
事
代
が
減
額
さ
れ
る「
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
」の
交
付
を
申
請
で
き
ま
す
。

　
現
在
、こ
の
認
定
証
を
持
っ
て
い
て
、引
き
続
き
要
件
に
該

当
す
る
方
に
は
、新
し
い
認
定
証
を
７
月
中
に
郵
送
し
ま
す

（
今
年
か
ら
保
険
証
と
は
別
に
送
付
し
ま
す
）。

＊ 

詳
し
く
は
、保
険
証
に
同
封
す
る
お
知
ら
せ
や
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険（
75
歳
〜
）の
お
知
ら
せ

1 
保
険
証
を
一
斉
に
更
新
し
ま
す

第
三
者
の
行
為
（
交
通
事
故
等
）
で
ケ
ガ
や
病
気

に
な
っ
た
と
き
は
、
保
険
証
が
使
え
ま
せ
ん

　
交
通
事
故
な
ど
、第
三
者
の
行
為
で
ケ
ガ
や
病
気

に
な
っ
た
と
き
は
保
険
の
対
象
外
で
す
。医
療
費
は

加
害
者
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

　（
例
外
的
に
、一
時
的
に
保
険
証
を
使
っ
て
診
療
を

受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。詳
し
く
は
町
役
場

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

▲新しい保険証のイメージ


